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機　関　概　要
A4数枚程度で作成すること
	機関名称（※）
	

	機関の長（氏名）（※）
	

	委員会登録候補者
	氏　　名
	所属・役職
	担当業務・分野

	
	代表者（※）
	
	
	

	
	担当者
	
	
	

	
	担当者
	
	
	

	
	担当者
	
	
	

	無限責任組合員（GP）としての主な実績（該当する者のみ記載）
	ファンド名
	氏名
（担当者）
	ファンド規模
	投資ステージ
	IRR
	投資案件の出口
	運用時期

	
	
	
	
	
	
	IPO
	M&A
	

	
	
	
	億円
	
	％
	社
	社
	～

	
	
	
	億円
	
	％
	社
	社
	～

	
	
	
	億円
	
	％
	社
	社
	～

	
	
	
	億円
	
	％
	社
	社
	～

	
	補足事項

	
	

	事業育成に関する主な実績
	会社名
	氏名
（担当者）
	活動内容及び役割等
	投資案件の出口

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	補足事項

	
	

	保有するネットワークの現状
	

	事業化支援の基本方針（※）
	支援対象分野
	支援対象分野の分類（該当するものに○。複数でも可）

	
	
	通信・IT
	ソフトウェア
	半導体、
電機一般
	バイオ、製薬
	医療機器、
ヘルスケア

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	工業、エネルギーその他産業
	メディア、娯楽、小売、消費財
	金融・不動産、法人向けｻｰﾋﾞｽ
	クリーンテクノロジー
	特定しない
（すべて）

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	補足事項

	
	
	

	
	支援対象地域
	北海道
東北
	関東
甲信越
	中部
北陸
	関西
	中国
四国
	九州
沖縄
	全国

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	事業化支援に関する基本的な考え方
	支援先企業に対する姿勢
	（該当１つに○）

	
	
	経営に積極的に関与する（ハンズオン）
	

	
	
	どちらかと言えば経営に積極的に関与する
	

	
	
	どちらでもない
	

	
	
	どちらかと言えば経営者の自主性に任せる
	

	
	
	経営者の自主性に任せる（ハンズオフ）
	

	
	
	補足事項

	
	
	

	
	事業化支援に関する優位性（強み）
	

	
	事業化支援における主な領域（ｾｸﾀｰ・ﾃｰﾏ等）
	

	他政府機関事業等への参画状況
	事　業　名
	参画実績
	事業参画年度

	
	【文部科学省】大学発新産業創出拠点プロジェクト
	有・無
	

	
	【経済産業省】新事業創出のための目利き・支援人材育成等事業
	有・無
	

	
	【情報通信研究機構】ICTメンタープラットフォーム
	有・無
	

	
	【その他事業化支援ノウハウを活用した事業化育成施策】（事業名、参画年度、事業を実施する政府機関名等を記載すること）
	有・無
	

	その他
	


（※）印が記載されている項目は情報をHP等において公開します





（様式２　参考）
記載要領（様式２については下記を参照のうえ記載）

機　関　概　要
A4数枚程度で作成すること
	機関名称（※）
	株式会社○○○○

	機関の長（氏名）（※）
	○○　○○

	委員会登録候補者
	氏　　名
	所属・役職
	担当業務・分野

	
	代表者（※）
	○○　○○
	代表取締役社長
	○○業務、○○分野

	
	担当者
	○○　○○
	パートナー
	○○業務、○○分野担当者、実績等は枠の過不足については適宜追加・削除すること。


	
	担当者
	○○　○○
	アシスタント
	○○業務、○○分野

	
	担当者
	
	
	

	無限責任組合員（GP）としての主な実績（該当する者のみ記載）
	ファンド名
	氏名
（担当者）
	ファンド規模
	投資ステージ
	IRR
	投資案件の出口
	運用時期

	
	
	
	
	
	
	IPO
	M&A
	

	
	○○ Fund
	○○
	○億円
	シード
	○％
	○社
	○社
	20xx.xx～20xx.xx

	
	○○ Fund
	○○
	○億円
	アーリー
	○％
	○社
	○社
	20xx.xx～

	
	
	
	億円
	
	％
	社
	社
	～

	
	補足事項

	
	○○Fundについては…

※　ファンド責任者の経験のみ、直近のものから全て上記表に記載（ない場合は、記載不要。）
※　上記実績に関して補足する必要がある場合やファンドの運営に関連する活動等もあれば本項に記載

	事業育成に関する主な実績
	会社名
	氏名
（担当者）
	活動内容及び役割等
	投資案件の出口

	
	株式会社○○
	○○
	○○段階から、○○等についてハンズオン支援を実施。○○を経て…
※　支援の時期、内容、結果について、具体的に記載すること
	○○にてIPO（○億円）
※　株式公開、他ファンドへの売却、事業譲渡等、当該機関としての出口について記載すること。

	
	○○○ ltd.
	○○
	○○ついて支援を行い…
	○○へ事業譲渡（○億円）

	
	
	
	
	

	
	補足事項

	
	株式会社○○については、創業初期から○○が…
また、個社支援とは別に、○○を運営しており…
※　委員会登録候補者自身の支援実績について、代表的なものを中心に上記表に記載（ない場合は、記載不要。）
※　上記実績に関して補足する必要がある場合や、特定の会社によらない事業育成活動等もあれば本項に記載

	保有するネットワークの現状
	○○に拠点を持つことにより、○○の情報を…
○○社と○○を行っており…
※　事業化支援機関としての活動を行うにあたり、活用可能な事業会社や多様な人材等のネットワークを本項に記載。

	事業化支援の基本方針（※）

※　本項目はHP等で公開されることを前提に記載のこと
（マッチング等に活用）
	支援対象分野
	支援対象分野の分類（該当するものに○。複数でも可）

	
	
	通信・IT
	ソフトウェア
	半導体、
電機一般
	バイオ、製薬
	医療機器、
ヘルスケア

	
	
	○
	○
	
	
	

	
	
	工業、エネルギーその他産業
	メディア、娯楽、小売、消費財
	金融・不動産、法人向けｻｰﾋﾞｽ
	クリーンテクノロジー
	特定しない
（すべて）

	
	
	
	
	○該当分野全てに○を記載。

	
	

	
	
	補足事項

	
	
	○○分野の実績については…
※　上記支援対象分野について補足が必要な時、又は上記以外の分野を支援対象としている際は本項に記載

	
	支援対象地域
	北海道
東北
	関東
甲信越
	中部
北陸
	関西
	中国
四国
	九州
沖縄
	全国

	
	
	
	
	
	
	
	
	○

	
	事業化支援に関する基本的な考え方
	支援先企業に対する姿勢
	（該当１つに○）

	
	
	経営に積極的に関与する（ハンズオン）
	○

	
	
	どちらかと言えば経営に積極的に関与する
	該当する姿勢のいずれか一つに○を記載。
申請者の自己評価で構わないが、下記の「事業化支援に関する優位性」と整合が取れるようにすること。


	
	
	どちらでもない
	

	
	
	どちらかと言えば経営者の自主性に任せる
	

	
	
	経営者の自主性に任せる（ハンズオフ）
	

	
	
	補足事項

	
	
	支援先企業への関与は…
※　上記支援方針について補足が必要な場合は本項に記載

	
	事業化支援に関する優位性（強み）
	○○を保有することで、○○に強みをもち…
※　事業化支援において業界他社に対して優位性を発揮するポイントについて本項に記載

	
	事業化支援における主な領域（ｾｸﾀｰ・ﾃｰﾏ等）
	○○ステージの○○分野について…
※　事業化支援において特に注力しているセクター、テーマ等について本項に記載

	他政府機関事業等への参画状況
	事　業　名
	参画実績
	事業参画年度

	
	【文部科学省】大学発新産業創出拠点プロジェクト
	無
	

	
	【経済産業省】新事業創出のための目利き・支援人材育成等事業
	有
	○～○年度

	
	【情報通信研究機構】ICTメンタープラットフォーム
	無
	

	
	【その他事業化支援ノウハウを活用した事業化育成施策】上記３つ以外の政府機関事業等へ参画した実績があれば、事業名と政府機関名を記載すること。

○○事業　（○○省）
	有
	○年度

	その他
	
※　その他、機関の特性についての説明等、研究開発機関とのマッチングに有用な情報等があれば本項に記載





